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先端医療情報技術研究部

准教授：髙尾　洋之 ICT 医療と脳神経外科

教育・研究概要
近年発展がめざましい，ICT（Information and 

Communication Technology：情報通信技術）を医
療に用いることを目的に，ICT 技術の基礎研究か
ら臨床応用までを幅広く取り扱う研究部である。

また，本研究部では，情報通信網と接続するウェ
アラブルデバイスなどの開発を手掛けるほか，人々
の健康管理，救急現場，病院間ネットワーク，慢性
期医療としてのリハビリテーションと介護など，幅
広い分野で ICT 医療を実践するための研究開発を
行っている。

ICT の利活用により日本の医療の質を向上させ
ること，医療従事者の負担を軽減しながら患者に
とって満足度の高い医療サービスを提供すること，
そして最終的には一つでも多くの命が救われ，誰も
が健康的に生涯をまっとうできるようになること，
これらが本研究部の掲げる理念の根幹である。

Ⅰ．医療関係者間コミュニケーションアプリケー
ション研究開発

日本で初めてソフトとして保険収載された「Join」
というソフトの研究開発を行っている。特に診断・
治療までの時間が重要な脳卒中分野に関してコミュ
ニケーションによる費用対効果などの検討を研究と
して実施している。

Ⅱ．健常サポートアプリケーションの研究開発
「MySOS」というソフトの研究開発を行っている。

緊急時に，周りの人に助けを求めたり，成人・子供
緊急マニュアルを見て病院にいくかの判断のサポー
トとして用いられる。今後，病院との連携を目指し
た開発を行っている。

Ⅲ．IoT開発（スマートフォンで血圧計等）
ビッグデータの収集として，IoT でのウエアラブ

ルデバイスの開発を進めている。腕時計型血圧計や
バンド型脳波計の開発で，スマートフォンからクラ
ウドに沢山の個人の医療情報を蓄え，病気を防ぐと
いう観点での開発を進めている。

Ⅳ．携帯電波影響
医療機器へのスマートフォンの影響に関して研究
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を行っている。医療現場でスマートフォンを使用す
ることで，本当に問題がないかを確認する研究で，
論文発表を行っている。

Ⅴ．医療機器開発（頭蓋内ステント等）
医療機器の開発の相談や実際に頭蓋内ステントの

開発などを行っている。現在，日本の医療機器産業
は輸入に多く依存しているが，日本の医療産業が自
給自足で行えるように，様々なサポートから実際の
医師主導治験まで行うことにより，国内の医療産業
の発展に寄与することを最終目的にしている。

Ⅵ．ICT医療導入
ICTの医療導入に関する様々な研究を行っている。

看護業務，介護業務の様々な観点で ICT を用いれ
ば業務効率が改善されると言われており，実際に使
用されている。

Ⅶ．ロボットを用いた医学的影響
Pepper を用いて，ロボットと人との対話に関す

る研究も行っている。ロボットをみて，触って何が
医療現場で変わるかの研究を行っている。

Ⅷ．医療の費用対効果
医療における ICT を用いた費用対効果を調査す

る研究を行っている。実際に，どのような医療に対
してどのような薬剤や医療機器が使われることに
よって医療費がかかっているのかを調査することに
よって医療の質の向上と医療費の削減につなげる取
り組みを実施している。

「点検・評価」
ICT を大学において推進することを目的に本研

究部で研究を実施している。PHS から携帯（スマー
トフォン）に変更を含めた ICT 医療の推進を実施
するために ICT 推進会議が発足し，無事に 2015 年
に導入を実施し，現在も様々な問題を解決しながら，
大学の運営をサポートしている。

また，携帯電話の医療機器に対する影響に関して
も研究を実施し，論文にまとめているところである。
さらに，大学の理事会で承認を受けている ICT ロー
ドマップに従い看護部におけるスマートフォン医療
活用研究や，病院における ICT の導入実施のため
の機器の構成や費用対効果の研究，ICT を用いた
栄養学，ICT を用いたウエアラブルの開発，脳卒
中・救急医療現場における ICT の導入の予後や費
用対効果等の取り組みをしている。

2019 年度は，ICT 医療の研究評価を始め，病院
への効率のいい ICT の導入やウエアラブルの開発
を現実化，看護業務の効率化実施，脳卒中・救急医
療現場の ICT 医療の研究実施等の構想フェーズか
ら実施フェーズに移しながら研究の推進を実施して
いくことを目標としている。また，AI も国の国策
になりさらに，それにも対応した新たな取り組みを
開始する。ICT を用いた医療の最適化などにも取
り組み，医療の質の向上や医療費の削減につなげる
研究を実施する。さらに，日本の国策からも今後様々
な ICT 医療が進んでいくことが予想されて，様々
な研究課題を実施することが必要と考え，ひとつひ
とつを検討し日本での ICT 医療の拠点になれるよ
うに進めて行きたい。

研　究　業　績
Ⅲ．学会発表
 1）竹下康平．イノベーティブ開発を成功させる実践的

戦略～オープンデータを徹底活用した開発計画～．第
３回医療機器　みらい研究会．東京，12 月．

 2）竹下康平．病院へのスマホ導入～実運用と新たな挑
戦～．第２回医療 IT EXPO［東京］．千葉，10 月．

 3）太田修司，武田　聡，大塚洋平，佐藤浩之，坂野哲
平，竹下康平，髙尾洋之．Bystander をサポートする
ための一般市民に対するスマートフォン用救命補助ア
プリ「MySOS」導入の試み．第 22 回日本臨床救急医
学会総会・学術集会．和歌山，５月．

 4）髙尾洋之，竹下康平，武田　聡，安留秀起，藤田浩
二，山口智由，島　幸宏，脇田佳典，野々木宏，加藤
正哉．脳卒中心筋梗塞に対するモバイルアプリ Join-
Triage の開発と救急隊病院間情報連携．第 22 回日本
臨床救急医学会総会・学術集会．和歌山，５月．
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